
『保健師ジャーナル』バックナンバーのご案内
バックナンバーの目次は，弊社のホームページ（http://www.igaku-shoin.co.jp/）でもご覧いただけます。
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バックナンバーのご注文について
2015 年 5 月号以降のバックナンバーは医学書院受注センター（TEL.03-3817-5666，FAX.03-3885-0638）にご注文ください。
2015 年 4 月号以前のバックナンバーは東亜ブック（TEL.03-5947-4781，FAX.03-3923-4539，E-mail:st@toabook.com，
http://www.toabook.com/）にお問い合わせください。

2016年 12 月号　特集：統括保健師　めざす姿と課題
2016年 11 月号　特集：これからの結核対策　地域連携による支援をめざして
2016年 10 月号　特集：保健師人材育成の方向性　自治体保健師のキャリアラダーとは
2016年 9 月号　特集：計画づくりと評価　保健師も積極的に関わろう !

2016年 8 月号　特集：いま一度，健康教育を考える　PDCAを回していますか ?

2016年 7 月号　特集：保健指導力を上げる　対象者に寄り添う支援をめざして
2016年 6 月号　特集：保健師実習の今
2016年 5 月号　特集：保健師がつなぐ地域医療

2017年 4月号
特集： 母子の包括的支援と保健師
子育て世代包括支援センターの全国展開を前に
改正児童福祉法と母子保健法が完全施行され，妊娠期から子育て期まで
切れ目ない支援を行う子育て世代包括支援センターの法定化や，市町村
と児童相談所の体制強化が期待されています。その意味やねらいと保健
師による母子保健活動への影響について考えます。

2017年 3月号
特集： 「見える化」時代の地域診断
データとツールを上手に活用しよう
保健・医療・福祉・介護の「見える化」が進められている時代の中，保
健師が各種の統計データや分析ツールを駆使した地域診断が重要になっ
ています。どのように戦略的に地域診断に取り組んでいくべきか，事例
を交えながら考えます。

2017年 2月号
特集： 熊本地震に学ぶ，  

支援と受援の体制づくり
2016年 4月に起きた熊本地震。発生直後からこれまでを振り返ると，
支援する側と支援を受ける側の双方の体制について，さまざまな課題が
見えてきました。DHEATの視点も合わせて，今後の災害に備えた対策
とその中での保健師活動について考えます。

2017年 1月号
特集：糖尿病の重症化予防
先行自治体の取り組みから学ぶ
国の新たな医療費適正化基本方針において糖尿病の重症化予防が位置づ
けられ，糖尿病性腎症重症化予防プログラムの全国展開が図られていま
す。自治体が医療機関等とどのように連携して取り組んでいくべきか，
先行事例を交えて考えます。
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